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シベリヤ気団甫下の際の輻射の影響

北 村 良 夫＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　乾冷気塊か海上を移動する際，変質に大気輻射がどのような効果を持つかを知るため・Elsasserの大

気輻射図を用い季節風卓越時の目本海を差挾む二地点の標準状態に対して輻射のnet　fluxを求めたと

ころ，その垂直発散が一定，しかも両地点で同じとなったので，進行する気塊の気温を支配する方程式　、

に入れた場合も，その解が容易となる。この結果を上層に到る迄一様に進行すると仮定した気塊に適・

用すると，大体高度2粁以上は輻射の効果が現われることがわかった。
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第1表　気団変形前後の平均状態

1　　は　し　が　き

　冬季季節風が吹き出すとき、本邦日本海側沿岸は曇天で

降雪があり・また南西諸島や東支那海声面でも陰欝な天

気となるが，これらは何れも乾冷な気塊が海上を移動し

て行く場合の変質論として・旧く、は抜山博士（1925）よ

り斎藤（博）（1938），高橋（浩）（丑940）…等諸氏の研究が1

ある．海上を渡る気団の変質は海面からの熱と水蒸気の

供給並びにそれらが上の方へ拡散されるこ、と・及び輻射

による加熱並びに冷却などに支配されることは云う迄も

ないが，輻射ヒ関する知識が乏しかった当時としてそれ

らの人々はBruntの導いた輻射輸送の説を採用し，輻

射による温度伝導度が103（C．G．S．）の桁であるとしたた

め，渦動拡散率105（9．G．S．）に較べて省略される結果と

なり，結局輻射の影響を度外視したことになっている．．

近来，輻射に関する知識が増加したことに伴って上記の

考察の再検討を行って然るべきであろう．またこの再検

討が本問題の解明に対する最も重要な基本的なものであ

ることも明らかである．

　　　2cP気団の南下による標本的変形の実状
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　L雲はないものとする
　2，標準状態は資料の不足から400mbまたは500mレ

　　までしかないので，それより上方は成層圏まで比湿

　　はあまり変らず（Barrett1950）平均0・05g　kg『1

　　と仮定した．したがでて500ないし400mbより上，

　　方の水蒸気に対する先学的厚さUは次式

　　　　　　22　　　　　　　・　22　　　　　　　　　　　P2

　　　u弓∫ρ卿4z一∫幻4結∫卯
　　　　　　21　　　　　　　　　ZI　　　　　　　　　　p1

　　より0．019㎝一2となった．ここ忙ρωは水蒸気密度・

　’ρは空気密度，4は比湿，8は重力加速度・乞は鉛直．

　　座標，ρは気圧である．『

　3，気圧の影響を考慮に入れた有効光学長∠U＊＝（ρ／

　　ρ。）R∠uに対してはラを層の平均気圧・ρ・は標準気

　　圧1000mb，Rは％として計算することとした

　　（London　1952）』

　計算はElsasserゐ大気輻射図を・使うこと．と『し・flux

の算定に1まプラニメーターによってその面積を測った・，

このように1して各高度に対して上向き及び下向きのflux

．の差としてne㌻fluxを算出した．その結果は第・1図に

示され宅いる』

　この図からnet　flux　Fは高さと共に増加し，その割

合∂F／∂乞はほぼ一定（＝2・5×10－gcalcm－3sec甲1）と見f故

、

　次に述べるような方法でcP気団の南下による変形の標

本的モデルを作成した．

　1．資料は1953年1月及び2月のaerological　dataを

　　用い

　2　この両月でいわゆる西高東低型の気圧配置がすく

　　なくとも2日にわたって観られるような日を選ぴ

　3気団変形前の状態としてKlmp・の00んを，変
　一形後のものとしては米子分12んをとった．これらを

　　平均して得た気圧，気温，湿度を第1表に与えてあ

　　る．

3　大気輻射図によるnet　fluxの算定

　前節で得た標準状態について大気輻射図により赤外線

輻射の様相の検討を行った．しかし，これを実行するに

は種々の想定を行わなければならない．

＊神戸大学御影分校　一1956年9月27目受理一
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シベリヤ気団南下の際の輻射の影響
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第1図　Kimpo及び米子における大気輻射のnetflux

し得ることが解る．この結論は実用的にはきわめて重要

である．それは輻射による熱授受の数学的取扱いがいち

じるしく簡単化されるという利点があるからである．し

かも，この関係がKimpoと米子とで同一であることは

この結論を価値づけるものと考えられる．

　　　4海上を渡る気団の鉛直気温分布の変化

　前節で輻射によるnet　fluxの発散量に関する実用的

結論を得たので，進行する気塊の気温を支配する良く知

られている基本式は，輻射を考慮に入れても次のように

簡単となり，解も容易になる．すなわち，一般に用いら

れている記号で表わした基本式

　　　Cp4ρT－CpKρ塑」塑
　　　　　4’　　　　　∂z2　∂z

において，左辺は空気の運動について行った時のその空

気塊の温度変化に対する熱量で，右辺第1項は乱渦拡散

によるもので・第2項は輻射による垂直輸送量を示して

おり・この輻射による項∂躍∂乞がconstと置けるので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂2Tある．これはBruntが多少無理してCpρKr一として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂z2

解き得る形式に導いたことと意図は同一であるが少くと

も只今の場合については∂岬∂zニconstとする方がより

合理的で適用にも都合が良い．

　上記の基本式を劣方向にUなる一定速度で進行する気

塊に適用し，定常状態の場合に限ると。

　　　　∂T　　∂2T　1　∂F
　　　乙7＿＝K＿一＿＿　　　　∂κ　∂z2cρρ∂z
となり，更に

　　　∂T　　∂2T
　　　一＝ん一一A　　　∂∬　　　∂z2

　　　　　　　　　　　　　　∂Fとなる・こ》に為＝K／U・A＝冨／CpρU一。・nst・

で，このようにして問題の気塊の吹走中の気温分布は上

式の次の条件を満足する解で理論的に示されることとな
る．

　　　TレT・一β乞

　　　Tl　　　　　　＝：To＋ακ
　　　　　Z＝0　・

ここに海面温度はκ方向の増加に比例して昇温している

場合を取扱ったのである．

　この場合の解は良く知られているもので（Brunt1939）
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となることは明かである．この式の右辺最終項が輻射に

よるもので，一例として比較的実状に近い場合として

　　　β＝：0。5×10－4deg　cm－1

　　　α＝10噛7deg　cm－1

　　　u＝103cm　sec－1　　　　　　　　　　　　　　ら

として数値的に計算した結果は第2図に示され，これに

よると今の場合下からの加熱の効くのは2km位までで，

それより上では輻射による冷却の影響が現われているよ

うに思われる．
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第2図　気擁が出発する時と800km進んだ時の気温変化

　本研究は京大滑川教授の御指導に負うており，また助
言を下さった西京大東助教授に感謝致します．
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